
2018年北海道胆振東部地震とその土砂災害の
地形・地質学的要因について̶厚真川流域第
四紀研究（2012～2018）の成果から考える̶

2018年11月22日（木）
14:30-16:00

島根大学ユネスコ
チェア講演会第２回

吉野地区の崩壊箇所を厚真
川南岸東和高台から撮影

㈱北海道技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ技術顧問・NPO北海道総合

地質学研究センターシニア研究員 岡 孝雄

このたびの地震で
は、厚真町を中心に
土砂崩れによる家
屋の倒壊などで41
名の方がお亡くなり
になりました。心より
哀悼の意を表し、住
宅をはじめとする民
生の立て直し、農業
をはじめとする産業
の早い復興を願って
おります。
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1.はじめに
2.北海道の地質概要
3.地震概要
4.厚真とその周辺地域の地形・地質
状況と胆振東部地震の関係
★厚真川中～上流域の地形と地質
★厚真地域の活構造と今回の地震の関係
★降下火山灰層と崩壊地分布の関係

5.活断層と活断層の可能性のあるリ
ニアメントの調査
★活断層・活断層の可能性のあるﾘﾆｱﾒﾝﾄの分
布
★富里中央 旧“鹿落とし沼”付近（富里断層）
★富里西方（吉野断層）

6.崩壊・地すべり調査
★胆振東部地震関係調査地点一覧（9/13、
9/24、9/26、9/29、10/8、10/23）
★崩壊の主体を成した表層崩壊について

講演内容

★崩壊・地すべりの分類
★平滑型斜面での崩壊
★沢単位での崩壊・地すべり

★ 10°前後の緩傾斜面での崩壊・地すべり
（朝日・幌里付近の丘陵地）

★富里配水池付近（楢山下）の崩壊・地すべ
り
★吉野地区での崩壊・地すべり
★日高幌内川での泥岩崩落
★日高幌内川での大規模地すべり
★周辺部の崩壊・地すべり現象など

7.厚真川上流の地形面区分と段
丘堆積物調査から言えること
★地形面区分と柱状対比図（テフロクロノロ
ジー）
★ 厚真川流域6万年史の中で胆振東部地
震による斜面崩壊・地すべりの多発をとらえ
る（地震活動・斜面変動・河川変動など）

8.まとめ
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1948(S23)年9月 島根県平田市（旧：簸川郡平田町，現：出雲市）に生まれる。
1967(S42)年3月 島根県立出雲高等学校卒業
1967(S42)年4月 北海道大学理類入学・1971(S46)年3月理学部地質学鉱物学科卒業
1972(S47)年4月 北海道大学大学院理学研究科地質学鉱物学専攻修士課程入学・1973(S48)年8月 同 中途退学
1973(S48)年9月～2009 (H21)年3月 北海道立地下資源調査所（地質研究所） 鉱床部燃料鉱床科・開発応用部流体
資源科・開発応用部主任研究員・地質調査部地域地質科長・同 素材資源科長・環境地質部主任研究員・地域地質部
主任研究員・地域地質部長
2009(H21)年3月 北海道立地質研究所定年退職
2009(H21)年5月～ アースサイエンス株式会社（代表取締役・技術顧問・社外取締役）
2015(H27)年7月～ ㈱北海道技術コンサルタント技術顧問（地質調査部長）
その他、現在、NPO北海道総合地質学研究センター（HRCG）シニア研究員、石狩沖積低地研究会共同代表（最終間氷
期勉強会）。ライフワークは「北海道の平野・盆地の成立過程」・「北海道の沖積低地・沖積層」の解明。

開聞岳（高校3年夏）

九重山、祖母・傾山
（高校3年夏ｲﾝﾀｰﾊｲ）

鳥海山・八幡平
（高校1年夏）

津軽半島小泊
（大学3年修業論文）

十勝平野中央部
（大学卒論・修士課程）

鳥取～高知（大学2年
末春本州巡検）

足摺・竜串・阿蘇
（本州巡検後の見学）

ﾊﾊﾞﾛﾌｽｸ

ｵﾊ

ﾕｼﾞﾉｻﾊﾘﾝｽｸ

国後島南部

★高校時代
山岳部＋地学部
★大学（教養）
シュマの会など
★大学（理学部）
本州巡検
修業論文
卒業論文
★浪人･修士課程
修士研究（中退）
★道地下資・地質研
など（海外関係）
ﾆｭｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(83.12-84.1)
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(87.12-88.1)
旧ソ連・ﾛｼｱのｻﾊﾘﾝ・
国後島(89～.延べ7回)

出雲

1. はじめに
私
の
略
歴
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平成30年（2018年）北海道胆振東部地震（震源37km；Mj6.7，Mw6.6）については、
厚真町を中心に死者41人、負傷者681人、住居の全壊186・半壊539・一部破損
5034棟などの被害をもたらした。それとともに、厚真町などの山地～丘陵地（林地・
農地）に数1,000箇所にも及ぶ崩壊・地すべり箇所を出現させ、全道規模の長期停
電（ブラックアウト）を含めて、地震の脅威を如実に示すものとなりました。

地震後、測地・地震，土木・建築，地質などの専門家グループ・企業の観測・調査
も始まり、余震も含む地震の観測結果の開示とともに、調査結果の公表もシンポジ
ウム・緊急報告会という形式で行われてきました。
★文部科学省地震調査研究推進本部地震調査委員会 胆振東部地震の評価（9/6，9/11，10/12公表）．
★東北大学災害科学国際研究所 胆振東部地震に関する検討会（9/7），同 現地調査報告会（10/5）．
★地盤工学会主催（共催：土木学会）胆振東部地震による地盤災害緊急報告会（9/12；日本大学駿河台，同 地盤災
害調査団速報会（10/2；北海道大学）．

報告の柱の一つとなる本震ﾒｶﾆｽﾞﾑなど地震概要については、地震観測関連機関
の公表観測結果と上記報告会などで公表されている資料などに基づいて説明しま
す。

もう一つの柱である多発した崩壊・地すべりについては、活断層・人工物の変状な
どを含めて今までに200箇所あまりについて、延べ７日間の現地調査を行い、現象
について仕分けを行いました。ここでは仕分けグループごとに特徴について説明を
行うとともに、吉野大規模崩壊地、富里配水池付近の崩壊、日高幌内川中流の大
規模地すべりなどの注目を浴びた災害についても説明します。さらに、厚幌ダム湖
付近の遺跡発掘に関連した地形面区分とテフロクロノロジーに基づく過去６万年史
から明らかになる、今回の地震と崩壊多発の意義についても言及します。 4

2. 北海道の地質概要

★３つの海（太平洋・日本海・オホーツク海）と
３つの海峡（津軽・宗谷・根室）に囲まれる島で
ある。
★本州（東北地方）の延長部の道南部、サハリン
へ続く道央部、千島列島へ続く道東部で構成。

オホーツク海
日
本
海

地理院地図(電子国土Web)より

10
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宗谷海峡

サ
ハ
リ
ン

本 州

(東北地方)

北に向
かうｻｹ
(ｻﾊﾘﾝ)

ｸﾅｼﾘ・ｴﾄﾛﾌ
をのみ込も
うとするエイ
(北海道)
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北海道新聞社
「北海道の地震
と津波」

北海道はﾕｰﾗｼｱ（ｱﾑｰﾙ）・
北米（ｵﾎｰﾂｸ）・太平洋の３
つのプレートの衝突の場で、
小さな島（地域）であるが
地球全体の動きがストレー
トに反映している。

宗谷海峡

東北日本の延長部の特徴を有する道南
西部：ブロック化した山地と盆地・平野群

道

南 渡
島
半
島

道

東

千島列島の延長部の道東部：雁行配列
の火山性山地・島と平野群・海盆など

天
塩
山
地

中
央
凹
地
帯

樺
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山
地

道

央

サハリンへ続く道央部（北海道中軸部）：
南北に連なる山地と盆地・平野群が特徴

3つのプレートが衝突し3つの海・3つの海峡に囲まれた島「北海道」

西

部

部

部

日
本
海
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胆振東部



300万年前頃以降

日
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北海道の平野・盆地の形成・配置を決めた1,500万
年前以降のプレートの動きの移り変わり

1500万年前 800万年前

北海道西部・中央北海道北部については特に300万年前頃以降の日本海東縁に
おけるﾕｰﾗｼｱ・北米両プレート間の圧縮テクトニクス（押し合い）が重要 7

胆振東部

北海道とその周辺海域の新生代末期
の地質構造区分および堆積盆分布

北海道とその周辺海
域に多くの盆地がある

堆積盆分布を規制する南北方向のリッジ
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東北海道中央北海道西北海道

8胆振東部

新生代末期の地質構造帯区分（ネオテクトニクス単元区分）

海洋性地殻

海洋性
地殻

大陸性地殻
(島弧性地殻)

日
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海
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動
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プレートテクトニクスに基づけば北海道とサハリン島は２億年前頃以降（中生代ジ
ュラ紀～）ほぼ共通の地史変遷を経てきています。北海道では新生代になると太平
洋プレートの沈み込みに関連した新旧の千島弧の形成運動が進行しますが、サハ
リンにはその影響はありません。一方、約300万年前以降（鮮新世中頃～）ユーラ
シア・北米両プレート間の圧縮運動が活発化し、日本海東縁変動帯の一部として
北海道西部とサハリン島は共通のテクトニクス場に含まれることになりました。

ネオテクトニクスに基づく新しい構造区区分
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胆振東部

胆振東部

北海道付近の活断層分布 第四紀堆積盆地の分布
第四紀堆積盆地

蛇紋岩帯

第四紀堆積盆と活断層の分布
の間には密接な関わりがある

活断層の分布

10

胆振
東部

胆振
東部

第四紀堆積盆地の周辺には活断層がある

第四紀とは260万年前以降現在までの期間のことで、地質の分野
では地球46億年の歴史の中で極く最近の時代を指します。よって、
第四紀堆積盆地は現在も沈降が続き、土砂がたまり、周囲の丘陵や
山地が隆起する、生きている盆地のことです。
そのような盆地は周囲に断層をともなうことが多く、断層は一般に
活断層としての性格を有しています。
第四紀堆積盆地と活断層の分布には密接な関わりがあります。
⇒例：石狩低地帯・函館平野・富良野盆地・天塩平野・十勝平野西部

平野・盆地（第四紀堆積盆地）
山地 山地

台地

活
断
層

活
断
層

上昇 上昇

沈降
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3. 地震概要

★人的被害
死者：全道計41人（厚真町36、苫小牧市2、札
幌市・むかわ町・新ひだか町各1）
重傷：全道計17人 軽傷：同 674人
★住宅被害
全壊：全道計394棟（厚真町192、安平町107、
札幌市57、むかわ町22、北広島市14、江別
市・千歳市各1）
半壊：全道計1,016棟、一部損壊：同7,555棟 12

平成30年10月12日
地震調査研究推進本部
地震調査委員会による「平成30
年北海道胆振東部地震」の評価



①9月6日3:07に胆振地方中東部の深さ約35kmで
M6.7の地震が発生、最大震度7，東北東－西南西
に圧力軸をもつ逆断層型。破壊継続時間は13秒。
震源断層モデルとして、国土地理院からは断層基
準点位置東経141.976°・北緯42.586°、上端深さ
約16km・下端約31km。走向ほぼ南北（358°），東
傾斜の高角（74°）、すべり角113°，すべり量1.3m。
Mw6.56が提示。 13

本震後の余震の積算回数（気象庁作成）
2016年熊本地震(M7.3)

2004年中越地震(M6.8)

2008年岩手･宮城内陸地震(M6.8)

1995年兵庫県南部地震(M7.3)

北海道胆振東部地震(M6.7)

2005年福岡県西方沖地震(7.0)

2000年鳥取県西部地震(7.3)

2016年鳥取県中部地震(6.6)

2018年大阪府北部地震(6.1)

積算回数の推移は
1995年兵庫県南
部地震（阪神淡路
大震災M7.3）・
2005年福岡県西
方沖地震（M7.0）
並みである。

本震・余震
の発震機構
（気象庁作成）

②余震活動は本震を含む南北30kmの領域で継続､9/6 6:11，10/5 8:58に最大震度5弱、10/12 
10:00までにM4.0以上の地震が52回、最大震度4の地震が23回発生。③本震について安平町K-
NET追分観測点で1796gal(三成分合成)など大きな加速度が観測され、震央付近の厚真町鹿
沼で震度7、同 京町・安平町追分柏が丘・むかわ町松風・同 穂別で震度6強の揺れを観測。
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震度分布図および推計震
度分布図（気象庁作成）

南北

東西

上下

42°50′

42°45′

42°40′

142°

141°55′

鵡川市街
(震度6強)

瑞穂貯水池

安平

早来市街
（震度6強）

追分市街
（震度6強,1796gal）

142°05′141°50′

5km新第三系泥
岩崩壊箇所

穂別市街
(震度6強)

崩壊・地すべり現象
の程度からみた震度

崩壊・地す
べりは比較
的小規模ま
たは発生し
ていない

★観測点がなく数字で
は示されないが、崩壊・
地すべり多発範囲は震
度7に該当の可能性が
高い。

★その中でも、日高幌
内川中流では表層崩壊
以上の大規模地すべり
が発生し、さらに震度が
大きかったことをうかが
わせる。震源に近く、最
大加速度1,000gal以
上に達した可能性あり。

★むかわ町南部丘陵地
で震度7で、崩壊・地す
べりが少ないのは何
故？

国土地理院2018.9月作成の「平成30年北海道胆振東部地震に伴う
斜面崩壊・堆積分布図（北海道厚真町周辺）」の一部使用、加筆。 15

厚幌ﾀﾞﾑ湖

厚真ﾀﾞﾑ

鹿 沼
(最大震度7を観測)

震源（震央；初期
破壊開始点）

上厚真

大規模地すべり
(日高幌内川)

厚真市街
（震度6強）

崩壊・地す
べりはほと
んど発生し
ていない

ダ
ム
堤
に
地
震
計
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胆振東部地震の
本震・余震の震源
の再計算分布と
震源断層モデル
（国土地理院2018.10.17）

50km

40km

30km

20km

10km

⑤本震および余震は主に深さ25～40km付近に集中し、一部の微小な余震が10～
15km付近に認められ、前者が下部地殻付近に位置することからその位置付けが問
題となった。過去10～18年間の胆振東部とその周辺の震源分布も検討された結果、
本震および余震は高速度域と低速度域の境界付近で発生したものとされ、今回の
地震を含む地震発生層は日高山脈下へ深くなるものとしてとらえられている。一方、
深さ10km付近より浅部では石狩低地東縁断層帯の震源断層が低角東傾斜～水平
で想定されるが、地表付近の活断層群（副次的）を含めて、直結はしていない。 18

地盤工学会主催（共催：土木学会）胆振東部地震
による地盤災害緊急報告会（9/12；日本大学駿河
台，同 地盤災害調査団速報会（10/2；北海道大
学）の産総研、吉見雅行氏公表スライドを使用。

2018年胆振東部地震を含めた震源分布 2008.9.6～2018.9.18の10年間

19

地盤工学会主催（共催：土木学会）胆振東
部地震による地盤災害緊急報告会
（9/12；日本大学駿河台，同 地盤災害調
査団速報会（10/2；北海道大学）の産総研、
吉見雅行氏公表スライドを使用。



日高山脈～石狩低地帯の地質・近く構造概略

※平成30年北海道胆振東部地震と震源域周辺の地下構造‐2018/09‐東北大学災害科学国際研究所 岡田真介・木戸元之
19

H30胆振東部地震

20 21
木村学・宮坂省吾・亀田純「揺れ動く大地、ﾌﾟﾚｰﾄと北海
道」（北海道新聞社2018.8発行）の76・77頁の図

北佐和子氏
らの最近の
研究の紹介

今回の地震は下部地殻とマントルの
断片の境界付近に発生した可能性

4. 厚真とその周辺地
域の地形・地質状況

★厚真川中～上流域の地形と地質
（地質調査所1960年発行5万分の1地質図幅「早来」・「穂別」）

厚幌ダム

地形面区分図作成範囲

5km
厚真町を中心とした地域は地質的には、主に新第三系堆積岩よりなる褶曲地帯で、地形的には細かく開析された山地（小起伏；
標高400m以下）と丘陵地を主体とする。西寄りの部分では中期更新世以降の海成段丘が発達する。厚真川が北東から南西へ向
かって流れ太平洋に注ぐが、その流域には沖積低地が膨縮を繰り返して分布する。狭くなった部分には、石狩低地東縁断層帯など
の地質的構造線（帯）が通過することから、沖積低地の広がりは活構造（断層）に規制されている可能性がある。中～上流部では下
位よりT1～T5の河岸段丘面の発達が顕著である。T5面（現河床からの比高30m前後～40m前後）で、その形成（離水）時期は
5～6万年前で、それより古い（高い）段丘面は確認できず，地殻変動の進行により消失したものと思われる。 22

厚真川河川改修調査ボーリング孔

その他の調査ボーリング孔（断面図作成に利用）

ｺｱ・試料ﾋﾞﾝ存在(観察・分析；総合柱状図作成)

ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ孔（2015年度）

既存ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ孔（道地下資）

厚真川下流域の調査・研究ボーリン
グ孔の位置図および解析断面線

凡 例

ATS-1

富野沖積層断面図の位置

ATS-1

500m

旧富野小学校

★厚真川下流域の沖積層とその下位層
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厚真断層

平取断層

軽舞断層の名
称で活断層が
推定されている

厚真市街

厚真複背斜および厚真断層（衝上断
層）は活構造（活断層）の可能性が高い

東京大学出版会発
行の新編「日本の
活断層」より引用

図は５万分の１地質図幅「早来」の図に加筆

厚真市街

富 里

厚真複背斜構造に想定できる起震断層は西
側の「石狩低地東縁断層帯」になぞらえれば、
東傾斜・西上がりの衝上断層であり、厚真断層
（軽舞断層）がそのあらわれであろう。富里付
近で考えられる活構造現象（活断層）はこのよ
うな一次的な活断層ではなく、雁行背斜群とし
て地殻浅部に現れる、変状現象の一部で、副
次的なものと考えられる。そのため、局所的に
沖積低地が広がったり、ダムアップ現象などが
生じたのではなかろうか。 25

胆振東部地震の本震震源地・
余震域分布（震央）は厚真複背
斜と平取背斜の一部にほぼ重
なる。震源の東西断面への投
影結果では70°以上東傾斜の
逆断層面の存在が浮き彫りに
なった。その地表への延長部
は石狩低地東縁断層帯～厚真
断層（厚真複背斜西縁）になる
が、厚真複背斜域の地表の副
次的活断層群（推定を含む）に
特に変状は認められなかった。
よって、今回の地震と地表の副
次的活断層群は直接の関係は
なかったといえる。

本震（2018.9.6
3:07 M6.7最大
深度7）

地震調査研究推進本
部の10月12日は公表
の本震位置・余震分布
域を重ねて表示。

★厚真地域の活構造
と今回の地震の関係



2018年北海道胆振東部地震
による崩壊地の分布範囲

（国土地理院2018. 9.11撮影空中写真「安
平地区」 、9.6撮影「厚真川地区」、9.11撮影
「厚真東部地区」使用。）

樽前火山起源火山灰層の等層厚
線分布図と胆振東部地震崩壊地
発生区域（黒丸）
（産総研地質調査総合ｾﾝﾀｰWeb公開「日本
の活火山 樽前火山地質図の付図使用）

★降下火山灰層と崩壊地分布の関係

胆振東部地震による崩壊発生域は13、14頁に示
す厚真複背斜地域の中～北部および平取背斜地
域の南部地域の範囲にほぼ一致する。ただし、本震
（震央）位置および余震分布のほぼ南部は崩壊地
発生域からははずれている。樽前起源の火山灰層
（Ta-d、Ta-c、Ta-b）の等層厚線図に示されるよう
に、地震動の激しさのみならず、崩壊の発生域はこ
れらの降下火山灰層の層厚部に相当し、ﾛｰﾑ・腐植
土層を含めて累計2～3mの斜面堆積物が厚く覆っ
ており、それが一気に、膨大な数の箇所で崩壊を生
じたものと思われる。段丘部（T4、T5）ではSpfa-1、
En-a、Kt-1も同様に関与している。

本
震
震
央
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5km

Ta-d1(cm)

Ta-d2(cm) Ta-c2(cm)

Ta-b(cm)

Ta-c1(cm)

3264

2km
厚真川中流域の活断層とその可能性のあるリニアメント

（国土地理院2018.9.6撮影空中写真「厚真川地区」の一部使用。）

厚真川中流流域には活断層およびその可能性のあるリニアメントが４つ存在している。そのうち吉野断層は今回の調査で新たな明瞭な活
断層露頭が出現し、北へ続く明瞭な地形面の変換線が続く。富里断層は隣接の旧鹿落とし沼（約9,000年間沼～湿原として継続）の存在や
低地・台地（T2）面の変位などから推定される。桜丘リニアメントはT5面（高位段丘面）の西への傾動部に認定したものであるが、露頭での
断層の確認はできていない。さらにその東側の地質図（3頁）の厚真断層に沿っても、直線的なリニアメントが認められるが調査が進んでい
ない。幌内西方リニアメントは同じくヤチセドームの東翼側に認められ、T5面の東への傾動の可能性がある。

5. 活断層と活断層の可能性のあるﾘﾆｱﾒﾝﾄの調査
★活断層・活断層の可能性
のあるリニアメントの分布
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国土地理院デジタル標高地形図（厚真町周辺）
と活断層の可能性のあるリニアメントの分布

10km 10km
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赤破線付近に活断層
が想定されるが、特
に今回の地震動で変
状は認められない。
稲穂が緑のままの部
分は滞水状態で生育
が悪い。その緑部分
から手前の盛り土部
を含めて、旧鹿落とし
沼とその周辺エリア。

台地から水田ｴﾘｱに下りる道路沿いに生じ
た亀裂（N32°W方向；上の写真の右端付
近）。低地側が40cm落下するが、地質状況
としては低地側で泥炭層が発達する地形変
換部に路盤が形成されている。

上の写真の中央右寄り部分の緑色・滞水部分。地
震発生前からこの状態で、地表下での泥炭の存在
を繁栄して沈降気味である。

富里断層は現時点では推定断層（NNW
－SSE方向）であるが、想定位置付近には
特別の変状は認められなかった。

上の写真の中央道路沿いに西北西へ向かっ
て撮影。道路は前方の旧鹿落とし沼ｴﾘｱに
向かって下降する。

29

★富里中央 旧“鹿落とし沼”付近（富里断層） 913-08地点
（富里旧鹿落とし沼付近）

富里「旧鹿落としの沼」付近の空中写真
（泥炭コア採取箇所位置図；地盤変状）

ATP-1

ATP-2
ATP-3B11

B12
旧鹿落とし沼の範囲

田植え後の水張り状況から破線
左手（西側）がやや低い。この範
囲は稲刈り前に稲の倒伏が顕著。
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地震発生前の検討資料 地層区分
（ATP‐2,3）

ATP-
1

ATP
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物片; NUTA2‐22593)：
5,164±79cal.yBP
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ATP3-1347(木片; 
NUTA2‐22595)：
8,260±43cal.yBP
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ATP‐2孔に水平に投影して表示
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（ 珪藻試料）
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酸性湿地

酸性湿地
(周辺にコケ多い)

沼沢地
(～半乾半湿地)
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ATP2-207 (泥炭中植
物片; NUTA2‐23846)：
1,087±56cal.yBP

ATP2-207 (泥炭中植
物片; NUTA2‐23845)：
1,050±54cal.yBP

富里中央などでのﾋﾟｰﾄｻﾝﾌﾟﾗｰ孔の解析・研究結果 31



Ta‐d直下の腐植土の14C年代（AT01-
C1)：8,691±59cal.yBP
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地点11

地点5地点4

地点8

地点9

地点10 地震発生後の富里西方活断層露頭付近の状況。

地震により新たに
生じた露頭

従来の
活断層露頭

吉野断層関連の
空中写真

国土地理院2018.9.6撮影
空中写真「厚真川地区」の
一部使用。

地震により新たに生じ
た活断層露頭（北へ
向かって撮影）。滑落
崖になり地すべり発生。

新たに生じた活断層露頭の前面の地
すべり発生部。前方には別の崩壊・
地すべり体が発生し、水田まで流出。

吉野西方活断層露頭付近に
ついて空中写真を拡大

（国土地理院2018.9.6撮影空中写真
「厚真川地区」の一部使用）

新活断層
露頭

従来活断
層露頭

地震で発生した
崩壊・地すべり体

500m
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地点11（富里西方
活断層露頭）

★富里西方（吉野断層）

地震による地すべり滑落崖とし
て出現した新たな活断層露頭。
露頭方向はほぼ南北方向で、
断層面はN8°W方向で、ほぼ
断層方向にカットされた面をみ
ていることになる。そのため、写
真右端（北）にも断層部が出現。

写真右端（北）
の断層部

Ta-cも変位

富里西方露頭の活断層は22頁の左の空
中写真に見えるようにN8°W方向のリニア
メント（東側落ち地形変換線）として明瞭にと
らえることができる。右上の拡大空中写真に
示すように従来活断層露頭と新活断層露頭
は並列的に存在しており、リニアメントに一
致する後者が活断層露頭としては主要なも
のと思われる。

この露頭では本頁の写真に示すように、東
落ち高角度の階段状断層となっている。
Ta-d（9,000年前頃降灰）基底面の総計の
落差（ｵﾌｾｯﾄ）は約5mである。Ta-c（3,000
年前頃同）も変位を受けるが、Ta-b（1667年
同）は地形なりに断層を覆っており、切られ
ていない。よって、9,000年前以降2回以上
の断層活動があったと推定されるが、詳細
調査が今後行なわれるべきである。

新活断層露頭は今回の地震で滑落崖の
役割を果たし、前面には地すべり性地割れ・
ブロック群が存在し、北へ延長すると、22頁
の写真に示されるように崩壊が発生しており、
注目される。

Ta-bは地形面なりに覆い切られていない

Ta-bが上部から
ずり下がった部分

Spfa-1の存在？

活断層露頭の右（南）部分の簡易的な観察

３つの断層が認められ、面は露
頭面に沿っており、ほぼ南北方向
で、60°程度の東傾斜である。ス
テップ状に東に落ち、Ta-d基底面
の総計の落差（ｵﾌｾｯﾄ）は約5mで
ある。Ta-cも変位を受けるが、Ta-
bは地形なりに断層を覆っており、
切られていない。
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活断層として、今回の地震による新たな変位は認められなかった。

東和～富里地域の案内図（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔などの位置）

B1

B2

B3

B4
B5

B6

B7
B8 B9

B10

B11
B12

B13～B17

B18～B21

ATP‐1
ATP‐2

既存ボーリング孔

手動ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞによる泥炭
コア採取孔

To-4

東和～富里地域は厚真川河口から15
～20km上流に位置するが厚さ20m前後
の沖積層が存在し、その過半以上が泥
炭により構成されている。特に富里地域
では厚さ10m超の厚い泥炭層が局所的
に存在し、その存在は活構造と関連する
可能性が考えられる。

1km

冨里中央泥炭・
活構造検討箇所

活断層？露頭観察

泥炭コア採取箇所
（ATP-1～3）を台
地上から見下ろす。

冨里西方活断層露頭

桜丘大露頭

朝日露頭
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ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状対比図でTa-d
の東落ち変位が認められる

東 和

富 里
東和～富里の柱状対比断面

南西

北東

B1 B3B2 B4 B5
B6

B7

B8B9 B10B11
B12

B13
B14

B15
B16

B17

B18～B21

厚真川上流の東和～富里地域の沖積低地および低位段丘のボーリ
ング柱状を並べ断面図を作成すると、図のようになる。沖積低地の沖
積層の厚さは20m前後であるが、樽前火山灰（Ta-d・Ta-c）の存在か
ら、ほぼ完新世１万年間の堆積物であることが分かる。一方、台地（低
位段丘）には段丘礫層とその上位のローム・腐植層が存在するが、
Ta-dの下位の部分の内、段丘礫層は完新世初期の河川堆積物と見
なされるが、沖積低地のTa-d下位の部分と対応させると15～20mの
高度差があり、地殻変動による変位の存在の可能性も示唆する。

沖

積

層

沖

積

層

T
2
段
丘
堆
積
物

T
2
段
丘
堆
積
物

新第三系
（振老層）

新第三系
（振老層）

Ta‐c

Ta‐d

台地

沖積低地

ボーリング対比断面に認め
られるTa‐dの変位（東落ち）
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？

富里西方活断層露頭スケッチ・柱状図（2016年調査）

Ta-b
Ta-d

En-a

Spfa-1

?

萌
別
層

柱状A柱状B

柱状A

1m

柱状B

5m

5m

断層

ⅰ）活断層露頭は道道の載る低地面（現河川氾濫原）より約50mの高所に
あり、Kt-1？以上の降下軽石・ﾛｰﾑなどが重なり、５万年前頃に離水した
T5面（高位段丘面）である。

ⅱ）活断層は萌別層急立上昇部の右（北東）側と左（南西）側に対を成す
ように存在している。不整合面でとらえると３ｍ+のオフセット（≒落差）が
あり、少なくともTa-dまでは切っているように見える。上昇側は植生でお
おわれ不明であるが、今後、この部分を確かめることができれば、最新活
動期を確認できる可能性がある。

ⅲ）右（北東）側の断層はN34°W・57°NEであるが、萌別層の層理面に
ほぼ沿っており、「層面すべり」の可能性が高い。地形図からリニアメント
（地形面の変位？）からとらえると、北北西－南南東の方向（走向）を示す
のが分かる。
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厚真市街

美里
宇隆

本郷 朝日

桜丘

★胆振東部地震関係調査地
点一覧（9/13､9/24､9/26､

9/29､10/8､10/23、11/15）

東和

幌内

高
丘

幌里
吉野

913-01

913-02

913-03

913-04
913-05

913-06
913-07

913-08

913-09

913-10
913-11

924-04

924-01

924-02

924-03

924-05

924-06
924-07

厚幌ﾀﾞﾑ
924-08

924-09

924-10

924-11

924-12

924-13

924-14
1115-01

38国土地理院発行2.5万分の1
地形図「厚真」、「幌内」使用。

2km

929-01

929-02
929-03

929-04

929-05

929-06

926-01

926-02

926-03

926-04

926-05

6. 崩壊・地
すべり調査

1008-32
-33

-34

-35
-36

1008-37

厚真町中央部の調査地点一覧図（一
部崩壊・地すべり箇所以外を含む）

1023-01
-02

-03 -04
-05-06

-07
-08

-09

-10 -11

-12

-13

-14

1023-15

1023-16

-17
-18
-19-20

-21 -22

-23
-24

-25

-26

-27
-28

-29

-30-30
-31

-32

安平町

1008-31

富里

1115-02
1115-03

1115-04

1115-05

1115-06
1115-07

1115-08

1115-09

1115-10
1115-11

1115-13

大規模地
すべり

1008-02

1008-03
-04

1008-05

鳥取橋

1008-06
-07

-08
-09

-10
-11
水明橋

瑞穂大橋

A

B C

D
E

1008-12
1008-13

-14 -15

-16
-17 -18

1008-19
-20

-21

-22
-23

1008-24

-26-25

-27

-28

-29

-30

1008-31

安平町北東部および厚
真町北西部の調査地
点一覧図（10月8日）

厚
真
町

安平町

安平町

厚
真
町

2km

2km 39
幌里

崩壊分布域を満遍なく観るという
ことでは、ウクル川流域、厚幌ダム
湖周辺、鵡川～穂別地域などと、主
要な沢の奥部が残っており、来春も
含めて、今後さらに調査を続けるつ
もりである。

1115-12

★崩壊の主体を成した表層崩壊について

40

T5

T4

T2

T1
現河川氾濫
原面

Ta-b
Ta-c

Ta-d

En-a
Spfa

Kt-1

段丘面と河川堆積物・
降下火山灰の関係
（テフロクロノロジー）

Ta-c

Ta-b

Ta-d

En-a

平滑型斜面中の浅
沢での表層崩壊
（右写真に見えるよう
にTa-d火山灰以上が
崩壊し、すべる）

新第三系泥岩風化・
角礫化部の上位の
ﾛｰﾑ質粘土層は
残ったままである。

1115-03地点（高丘地区入り口） Ta-d

左下写真の右側上部の拡大写真

41

桜丘大露頭の上端のT5
面（高位段丘面）堆積物

2016年撮影

① 延べ7日間の調査地点（箇所）は200あまりとなったが、その大部分においては表層崩壊が
検討対象となった。検討対象とした崩壊・地すべり現象には以下のようなタイプが見いだされた。
ⅰ）平滑型斜面での崩壊
★幅10～20m前後の小規模な場合には斜面下では崩落状態で流動は弱い。913-02地点
★幅が大きくなると、完全な平滑というより、ｽﾌﾟｰﾝ状の浅沢が存在しており、浅沢単位で崩壊物が集積し、斜面下
（低地で）舌状の地すべり体が形成され、押し出し部分の平面形状は凸凹となる。⇒924-04地点（富里配水池付
近）、913-05地点（桜丘）、924-05地点（幌内）
★階段状の多段の段丘での崩壊・地すべり⇒924-03地点
★盛り土のある台地際での崩壊⇒1023-06・1023-07地点（早来への道道沿い）、1023-18地点（美里）
ⅱ）沢単位での崩壊
★分岐の進まない小沢（勾配大）の場合には、沢地でのｽﾌﾟｰﾝ状の崩壊・地すべりの発生と沢口前方での舌状の広
がりの基本形が認められる。⇒913-05地点、924-13地点
★枝沢が生じ、分岐の進む沢（勾配大）の場合には、増加した崩壊・地すべり体の容積が沢口にフォーカス状に集中
し、ときに凹地（沼に変化）を生ずることもある。地すべり状の層状のブロックというより、土石流的に混在状態になる。
⇒924-06地点、シュルク沢川に数箇所、ほか多数。
★分岐が進み、かつ大きく長くなった沢の場合には、沢内に大部分の崩壊・地すべり体が留まり、沢口前方（低地）へ
の舌状体の形成が限定的になる場合もある。⇒924-07地点、未調査のメナの沢川、東和川中～上流部など
ⅲ）10°前後の緩傾斜面での崩壊・地すべり
⇒朝日・幌里付近の丘陵地で見られる（924-01、02地点）。
ⅳ）新第三系泥岩層の崩壊
⇒日高幌内川の大規模地すべり箇所近傍（924-09地点）。高丘地区（ 1115-09地点）

②崩壊・地すべり現象が工作物に影響（被害）を与えた事例としては、以下のものが認められた。
★913-05地点：地すべり体（舌状体）がそのまま低地の載らずに、水田横の排水溝+農道の側面を押し上げ、水田
表土とその下位の泥炭層ごと押し上げた。
★低地へ流出の舌状体が川や水路を閉塞した。⇒924-01、913-05、924-03、04、07地点、知決辺川中流など。
★道路上への流出⇒多数 43

★崩壊・地すべりの分類など ★道路路盤の変状・押し出し⇒924-04地点、朝日地区（926-01地点）
★人家・作業小屋などの倒壊・破壊⇒吉野地区、朝日地区、富里地区（富里配水池付近）、日高幌内川沿い。
★植林・造林地の流出⇒多数
★道路路盤の崩落・消失⇒厚幌ダム下流側924-12地点（林道）、ダム湖側924-14地点（湖岸作業道）。
③ 被害甚大で、マスコミ上でも注目されている富里配水池箇所（924-12地点）では、背後の楢

山南側斜面部では浅沢群で、単独の沢あるいはいくつの沢が集合するように崩壊・地すべりが
進み、それらは段丘（T2）面上へ押し出され、舌状部1～5を形成をした。これらのうち主に舌状
部1、2、3が低地まで下っている。

④ 厚幌ダム湖とその周辺については以下の文献で、「地形面区分と５万年前以降の環境変動
の解明」が進められていた。詳細な内容は厚真町教育委員会へ提出の報告書に盛り込まれて
いる。今後、その成果は、当該地域の災害対策上の有益な資料になると考えている。ここでは、
その一端をA区域（ダム堤付近とその下流部）を主体に紹介した。
★岡 孝雄（2018）：厚真川上流域の地形面区分およびショロマ１遺跡に関わる地質検討（厚幌ダム建設地点周辺の地形面区分、ショロマ１遺跡
付近の地形面区分と地質検討）．厚幌ダム建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書（厚真町教育委員会）17，283-304．
★岡 孝雄・星野フサ・中村俊夫・乾 哲也・奈良智法（2018）：北海道厚真川上流厚幌ダム地域の地形面区分,14C年代測定および花粉分析に基
づく６万年前以降の環境変動の解明．名古屋大学年代測定研究，2，18-23．
★岡 孝雄・乾 哲也・奈良智法（2017）：厚真川上流の地形面区分と５万年前以降の環境変動の解明－厚幌ダム地域の遺跡調査に関連して－．
平成29年度日本応用地質学会北海道支部・北海道応用地質研究会研究発表会講演要旨集．

⑤ 日高幌内川中流の赤間ﾉ沢との分岐点付近（924-11地点）では、地すべり地形箇所で大規
模な地すべりが発生したもので、西側尾根部の移動と北東部滑落崖付近の崩落・分離・移動が
生じた。地震後の空中写真によれば、前者については、尾根部が滑落崖部と分離して、南へ
500m程度移動し、日高幌別川の谷を塞ぎ、川に滞水状況（漏水でｺﾝﾄﾛｰﾙ）を出現させている。
移動したﾌﾞﾛｯｸ（幅200m弱×800m）は新第三系軽舞層泥岩より成り、南～南東へ10°程度の層
理を有しており、層理面がすべり面になった可能性が考えられる。同じく、後者については、もと
の地すべり地形の北東部の滑落崖～尾根付近が南西方向へ向かっている。本地震災害の重要
案件として、地すべり学会などの関係者により今後詳しい調査が進められるであろうが、西側を
“平取断層”が通過しており、断層との関係も検討されるべきであろう。 44


